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はじめまして。笹の墓標 再生実行委員会です。
北海道、朱鞠内の旧・光顕寺は戦中の強制労働による死者を弔いその位牌
を安置してきました。 その後笹の墓標展示館となり、戦争と植民地支配の歴
史を伝える展示館として東アジアの人々の出会いと共同の学びの場をつくって
きました。2019 年、建物倒壊のおそれのため再建をめざす実行委員会を発
足しました。このニュースレターではみなさまに再生のための活動やその他の
情報を定期的にお伝えしていきます。どうぞよろしくお願いします！

突然の出来事でした。展示館は 2019 年 2 月の大雪で傾
き、約 5 度前側に傾きました。5 度を超えると危険とされ、
中に入ると少しめまいを覚えるほどです。今後、建物をどう
するか、様々な論議がされました。①そのままの形で再建
する　②取り壊してしまう　③新たな建築物を建てる　な
どです。そのままの形で再建することが望ましいと話し合わ
れ、設計見積もりをとりました。その結果、建物の再生に
4500 万円が必要と分かり、諸経費を入れると 5000 万円
をこえると思われます。私たちの力量から、5000 万円の
捻出は難しいと話し合われ、そのままの再建を断念するこ
とになりました。取り壊す案も出ましたが、展示館には強
制労働犠牲者の遺骨、位牌をはじめ多くの遺品などが収納
され、展示されています。強制労働の歴史を検証する建物
として残したいという声が大勢を占めました。その結果、③
の新たな建物を建築する計画になりました。

傾いた展示館からは収納物の搬出が数度にわたって行われ
ました。遺骨や位牌などは隣の庫裏（住宅）に運び込まれ
ました。幸い庫裏は無事に残っており、従来どおり機能し
ています。
２０１９年 11 月、初雪が来ました。朱鞠内は全国屈指の
豪雪地帯です。展示館は傾いたまま冬を迎えましたが相談
の結果、このまま冬を過ごすことになりました。つまり、屋
根雪下ろしをせず、自然倒壊に至るのを待つことにしたので
す。しかし庫裏の建物や五右衛門風呂、ツリーハウス、プ
レハブハウス、野外トイレなどについては 12 月と 1 月、２
回にわたり雪下ろしをしました。

ついに倒壊した「笹の墓標展示館」
2020 年を迎えた朱鞠内は例年に比べると積雪量は約半分
です。それでも1メートル近くあります。1月23日午後2時、
建物はゆっくり前に傾き、完全に倒壊しました。1934 年
に真宗大谷派三俣説教所本堂として建立されてから 86 年
目、長い役割を終えて、その生涯を閉じました。享年 86
歳でした。

目標金額    3000 万円　
金額使用内訳　笹の墓標展示館再生　2,300 万円
    和解と平和の森整備　　300 万円
    旧光顕寺庫裏の改修 　　300 万円
    広報・事務・活動費　　100 万円
完成目標時期　2022 年秋

再生計画にむけての願い
❶ 新たな展示館の建物を建築したい。
❷ 新たな建物には犠牲者の遺骨と位牌など死者を追
　 悼し顕彰する場を設けたい。
❸ 朱鞠内の強制労働の歴史をはじめ、日本各地の強　　　
　 制労働の歴史を展示できるようにしたい。
❹ 東アジアの人々が交流し、語り合い、国境を越えた
　 出会いが続けられる場でありたい。
❺ 境内地に和解と平和の願う記念碑、彫像などを建 
　 立し、東アジアの平和を発信する拠点にしたい。

笹の墓標展示館は強制労働の歴史を伝える日本でもほとん
ど唯一の資料館です。朱鞠内では 1935 年～ 43 年まで
名雨線鉄道工事・「雨竜ダム」建設工事が行われ、日本人
数千人、朝鮮人約3千人が強制労働に従事させられました。
その結果、240 人をこえる犠牲者がでました。1980 年
から始まった犠牲者の遺骨発掘は 2001 年まで続けられ、
23 体の遺骨が発掘されました。発掘には日本、韓国をは
じめ世界の若者たちが参加し、友情を育ててきました。

倒壊の危機に

１月 23 日、ゆっくりと倒壊した展示館（左）。
右側は展示品などが一時収納されている庫裏。

2019 年夏の展示
館。傾いた建物に補
強のための柱が立て
られました。

再生計画
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募金が始まりました！
3000 万円を目標とする募金が始まりました。
2020 年 1 月 31 日現在、約 600 万円が寄せられています。
募金は多くの市民からの草の根の募金を基礎としており、
特に公的な支援の計画はありません。公的な支援を求めよ
うとすると、様々な制約が生まれる可能性もあります。あく
まで、日本、韓国をはじめとする「笹の墓標展示館」再生
を願う市民の募金をお願いすることで目標を達成したいと思
います。もちろん、制約のない大口募金も募集中です。
募金方法は　①郵便振替 ②銀行振り込み ③クレジット
カード ④現金 ⑤奉加帳に募金を記入して分割で拠出、な
どで受け付けております。必要な場合は領収書を発行しま
す。お申し付けください。

呼びかけ人になりませんか
呼びかけ人は、自ら募金に応じるとともに、周りの方々に募
金を進めてくださるため名前を掲載することを承諾してくだ
さる方です。再建に関してのご意見もいただきたい。呼びか
け人になってくださる方はぜひお申し出ください。慕金要項
などをお送りします。1 月末日で呼びかけ人は 150 人を超
えました。一覧はウェブサイトsasanobohyo.com にて。

「笹の墓標・強制労働史料展」
　　あなたの街で巡回展を開きませんか？
笹の墓標展示館には遺骨、位牌などの収納品をはじめ、写
真パネルや様々な史料が展示されてきました。 展示館が休
館している間にも皆さんにご覧いただきたいと思い、巡回展
を計画しています。
東アジア共同ワークショップの活動を記録した映画の自主
上映も受け付けております。お気軽におたずねください。

「笹の墓標」全 5 章 ９時間　藤本幸久、影山あさ
子監督作品　20 年に及ぶ東アジア共同ワークショッ
プに集う若者たちの群像を追ったドキュメンタリー。

「So Long Asleep ～ 永い眠り」 (６０分) デイビッ
ド・プラス監督作品　2015 年 9 月に 115 体の遺
骨を韓国に奉還した活動の記録。

「雨竜川の祈り」　(15 分 ) 1978 年、鷹泊で空知
民衆史講座が初めて試みた強制労働犠牲者の遺骨
発掘の記録。

笹の墓標展示館には何があるの？

冬のワークショップ・実行委員会
東アジア市民ネットワーク総会
2 月 22 日（土）〜 23 日（日）

実行委員会にご参加ください
笹の墓標展示館再生実行委員会に参加し、実行委員として
活動してくださる方を募集しています。総会に参加して意見
を述べ、可能な範囲で再生実行委員会の活動に参加します。
遠くてもメールや電話で意見を述べることができますので、
実行委員に参加くださることをお願いします。事務局まで。

SNS での応援を !
フェイスブック、インスタグラムにて近況をお知らせしていま
す。あなたの応援の声を広げてください。
Facebook: 笹の墓標展示館 @sasanobohyomuseum
Instagram: @sasanobohyo_museum

場所：笹の墓標展示館となり 旧光顕寺庫裏
         雨竜郡 幌加内町 朱鞠内
 2 月 2 2 日 （ 土 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　

１３時～１５時　展示館庫裏の屋根雪下ろし
１５時～１７時　笹の墓標展示館再生実行委員会
１７時～１９時　夕食
１９時～２１時　学習報告会　
　　　　　　　①沖縄における日本人朝鮮人戦争
　　　　　　　　犠牲者遺骨発掘
　　　　　　　  ②朝鮮民主主義人民共和国訪問の報告
２１時～　　　 懇親会

 2 月 2 3 日 （日）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　
8 時　　　　   朝食
9 時～ 11 時　 東アジア市民ネットワーク総会
11 時 30 分      昼食
12 時               解散

参加費：5000 円　（学生他配慮します）
申し込み：星野孟　tomutomu@an.wakwak.com
                小林千代美　wakaitoheiwa@gmail.com

巡回展の第 1 回を 1 月 16 日～ 31 日、 深川市喫茶ふれっ
ぷで開催しました。 多くの人が見に来てくださいました。
今後、全国を巡回したい。 開催費用は無料です。 開催を
申し出てくだされば、展示物を送ります。必要に応じて講
演会も可能です。ご相談ください。

笹の墓標再生実行委員会
より随時、国内外のみな
さまへ募金案内のパンフ
レットを発送しています。
ウェブサイトでもパンフ
レット送付のお申し込み
を受け付けております！

• 1980 年以後発掘された鉄道工事、
ダム工事の犠牲者のご遺骨

• 発掘に伴い出土した副葬物
• 朱鞠内ダム工事などの歴史的資料
• 猿払村浅茅野、室蘭日鉄、美唄常

光寺などで発見された犠牲者の遺
骨が納められていた骨箱

• 発掘と追悼活動を記録したパネル
• 2015 年韓国への遺骨奉還の旅を

記録した写真パネル (Sohn Sung 
Huyn さんによる撮影）
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